
キャラクター名 プレイヤー名
回避力 防護点技能 鎧と盾 ランク

ファイター 鎧

グラップラー 盾
種族 種族特徴 フェンサー

生まれ 性別 年齢 シューター 回避技能 合計値

経歴
武器 用法 命中力 威力 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

経験点 2d+ 

2d+ 能力値 A-F 成長 他修正 能力値 ボーナス 技能 Lv. 技能 Lv.

技
器用度 2d+ 
敏捷度

体
筋力 一般装備品 ○□□○□□
生命力 ○□□○□□ ○□□○□□

心
知力 ○□□○□□ ○□□○□□
精神力 ○□□○□□ ○□□○□□

○□□○□□ ○□□○□□
戦闘特技 言語 会話 読文

○□□○□□ 所持金 預金・借金
p p

○□□○□□ G G
p p
p p 制限移動 通常移動 全力移動 回避 防護点 HP 魔法技能 Lv. 魔力 魔法技能 Lv. 魔力
p p

m m m 2d+
p p
p p 先制力 生命抵抗 精神抵抗 MP

p p 2d+ 2d+ 2d+ 2d+
p p
p p

装備品 説明 装備品 説明
p p

頭
p p

耳

顔
名誉アイテム 点数

首

背中

右手 左手

腰

足

その他

その他メモ

名誉点 所持

技能
レベル

基本
命中力

基本
回避力

基本追加
ダメージ

必要
筋力

その他補正(防具習熟/回避行動　etc) 

冒険者Lv 必要
筋力

命中
修正 C値

追加
ﾀﾞﾒｰｼﾞ

(消耗チェック)

魔物知識/弱点

練技/呪歌/騎芸/賦術

自動失敗
チェック

□□□□⑤
□□□□⑩
□□□□⑮
□□□□⑳
□□□□㉕
□□□□㉚
□□□□㉟/合計

アリアンナ

人間

魔術師

4

10

剣の加護/運命変転

女 34（この姿では自称18）

6

5

10

10 2 18 3

8 1 15 2

10 15 2

9 14 2

10 2 22 + 2 4

8 1 19 3

ソーサラー

スカウト

セージ

4

4

3

ターゲッティング

魔法拡大/数

鷹の目

1-280

1-289

1-280

交易共通語

汎用蛮族語

魔動機文明語

魔法文明語

リカント語

○ ○

○

○

○ ○

○

0 0

0

0

0

0

ソフトレザー 7 0

0

3

3

メイジスタッフ
防護点+1

2H 1 1 1 12 0 11

-90

3 15 45 0 3 26

7 6 6 7 31

真語魔法 4 8

サバイバルコート

知力の腕輪

彼女、アリアンナは元々魔法の才を一切持たない普通の女性であった。彼女はそれについて何も思っていなかったが、彼女の古くからの友人
であるとある魔法使いはそうは考えていなかった。そして、彼女は魔法の才を持たない者に後天的に与える技術を血の滲む努力の末に開発し
た。そして、親友であるアリアンナに最初に魔法の才を与えた。
しかし、アリアンナはそれを良く思わなかった。彼女にとって魔法が使えないことは当然であったし、魔法があれば便利なのかもしれないが
別に不自由だとも不幸だとも考えていなかった。だが、魔法が使えることが当然で幸せなことと考えていた彼女はそんなことは夢にも思わな
かった。
そんな歪みがありながらも、アリアンナは見た目を若くする魔法をかけられ、親友が教師を務めるユーシズへと入学することとなった。果た
してどれほどの才が後天的に与えられたのかを試すためには、まず魔法について学習するのは必須だからだ。なにしろアリアンナにとって魔
法というものについて学ぶ必要性はこれっぽっちもなかったのだから、彼女から聞いた僅かばかりの知識と一般常識の範囲しか知らないので
ある。とはいえ、教師を務めながらわざわざ別で1から教えるというのはあまりにも非効率的というものである。なので、いっそのこと学校
で一緒に学んでもらおうということになったのだ。
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